
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を
迎

え
ら

れ
た

一
八

名
(
内

出
席

者
六

 

 原
神

杉
保

育
所

長
・
垣

内
Ｊ

Ａ
三

次
東

部
支

店
長
・
吹

田
塩

町
駐

在
所

巡
査

部

長
・
小

学
校
児

童
会

の
皆

さ
ん

を
紹

介

さ
れ

た
。
そ
の

後
今

回
米

寿
(
八

八
歳

)

を
迎

え
ら

れ
た

一
八

名
(
内

出
席

者
六

 

ご
多

幸
を

祈
念

し
て

万
歳

三
唱

に
よ

り
予

定
の

行
事

を
終

え
る

事
が

で
き

ま
し

た
。

関
係

者
の

皆
様

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

下
森

県
議

会
議

員
よ

り
お

祝
辞

を
頂

戴
し

た
。
ほ
か

ご
臨

席
頂

い
た

保
実

市

議
会

議
員
・
深

田
神

杉
小

学
校

長
・
前

原
神

杉
保

育
所

長
・
垣

内
Ｊ

Ａ
三

次
東

た
。

閉
会

式
は

地
区

社
協

の
住

田
副

会
長

の
挨

拶
と

自
治

連
山

口
副

会
長

に
よ

る
今

後
ま

す
ま

す
の

ご
健

康
と

ご
多

幸
を

祈
念

し
て

万
歳

三
唱

に
よ

ろ
お

祝
い

に
駆

け
つ

け
て

頂
い

た
三

次
市

長
(
代

理
 

柴
田

副
市

長
)
、
市
議

会
議

長
(
代

理
 

澤
井

市
議

会
議

員
)
、

下
森

県
議

会
議

員
よ

り
お

祝
辞

を
頂

ど
も

銭
太

鼓
(
山

下
す

ず
ら

ん
・
福

谷
 

想
さ

ん
)
に

よ
る

演
技

に
よ

り
大

き

な
拍

手
と

歓
声

に
包

ま
れ

て
い

ま
し

た
。

閉
会

式
は

地
区

社
協

の
住

田
副

前
を

紹
介

し
、

全
員

で
黙

祷
を

奉
げ

た
。
そ

の
後
神

杉
地

区
社

会
福

祉
協

議

会
長

 
松

田
敏

昭
様

か
ら

お
祝

い
の

言
葉

を
贈

ら
れ

た
後

、
お
忙

し
い

と
こ

会
で

全
国

の
神

楽
舞

の
中

で
も

最
高

に
難

し
い

高
度

な
舞

と
い

わ
れ

て
い

る
、

竹
広

折
敷

舞
社

中
に

よ
る

折
敷

舞
と

今
年

度
小

学
校

を
卒

業
す

る
子

- １ - 

名
様

の
ご

出
席

に
よ

り
始

ま
っ

た
。
会

は
、
開

催
に
先

立
ち

こ
こ

一
年

内
に

お

亡
く

な
り

に
な

っ
た

一
六

名
の

お
名

前
を

紹
介

し
、

全
員

で
黙

祷
を

奉
げ

(
部

長
久

藤
と

も
え

)
の

ご
協

力
に

よ

り
会

食
と

な
っ

た
。

同
時

に
ち

ん
ち

ん
亭

豆
太

郎
(
前

原
 

豊
)
さ

ん
の

司

会
で

全
国

の
神

楽
舞

の
中

で
も

最
高

小
学

校
体

育
館

で
行

っ
た

。
当

日
は

、

地
区

社
協

の
中

藤
事

務
局

長
の

進
行

に
よ

り
、
対

象
者

二
九

一
名

中
、
七

八

名
様

の
ご

出
席

に
よ

り
始

ま
っ

た
。
会

た
。

み
な

さ
ま

お
め

で
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
開

会
行

事
の

後
は

深
田

小
学

校
校

長
の

乾
杯

に
よ

り
Ｊ

Ａ
女

性
部

(
部

長
久

藤
と

も
え

)
の

ご
協

力
に

よ

 
九

月
十

五
日

㈰
神

杉
地

区
社

会
福

祉
協

議
会

で
は

令
和

元
年

度
の

ご
長

寿
の

皆
様

を
お

祝
い

す
る

会
を

神
杉

席
者

一
名

)
に

対
し

て
も

記
念

品
が

贈
ら

れ
た

。
ま

た
本

年
も

高
齢

順
に

(
有

)
ま

え
は

ら
様

よ
り

五
名

(
内

出

席
者

一
名

)
に

記
念

品
が

贈
呈

さ
れ

 
敬
老
会
開
催

神
自
T E
発
９
人
世
ホ
ht
i-

に
神

杉
地

区
社

協
よ

り
祝

賀
状

と
記

念
品

が
贈

ら
れ

た
。

そ
し

て
九

六
歳

以
上

の
ご

長
寿

の
方

一
一

名
(
内

出

席
者

一
名

)
に

対
し

て
も

記
念

品
が

 
敬
老
会
開
催

神  杉  地  区
自治会連合会
T E L  6 6 - 1 3 2
発刊 2019/10/
９月末(前月比
人口 1,535(+2
世帯   600(+1
ホームページ 
http://kamisu
-m.com/ 

名
)の

方
に
三
次
市
よ
り
祝
賀
状
を
贈

ら
れ

、
九

〇
歳

・
九

五
歳

を
迎

え
ら

れ
た

一
七

名
(内

出
席

者
七

名
)の

方
々

に
神

杉
地

区
社

協
よ

り
祝

賀
状

と
記

区 
会 

1 3 2 3  
/1 

前月比)  
+2) 
+1) 
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番号 区

1 4

2 4

3 5

4 5

5 7
6 8-1

7 8-2

8 9

9 11

10 16

11 17

12 19ｰ上

13 19-上

90歳を迎え

地区

 

お名前

山口　八重子

山中　　稔

住田　　信

岸本　智江子

中村　秀人
天野　妙子

梶田　ユキヱ

今田　和子

永木　久枝

高梶　辰治

岡野　律子

中藤　ヨシコ

松﨑　遺訓

歳を迎えられた方々

区社会福

番号 区

1 5
2 1

3 1

4 19

95歳を

区社会福祉協議

及び(有

 

区 お名前

5 田原　四郎
10 山本　ヤヱ

13 升田　道子

19-上 加藤　和子

95歳を迎えられた方々

福祉協議会より祝賀

有)まえは

- ２ - 

お名前

原　四郎
本　ヤヱコ

田　道子

藤　和子

れた方々

番号

1

2

3

4
5

6

7

8

9

10

11

96歳

祝賀状・記

まえはら様より記

 

番号 区 お

3 松田

4 三原

5 青木

14-上 迫田
14-下 新祖

17 福原

17 黒田

18 尾茂

21 中山

22 黒郷

23 向井

96歳以上を迎えら

記念品、 

記念品が

お名前

松田　繁子

三原　嶝美

青木　　穗

迫田　義子
新祖　光雄

福原　フミコ

黒田　智恵美

尾茂　年江

中山　ヨシエ

黒郷　照子

向井　ヨシエ

を迎えられた方々

が贈られた方

番号 区

1 5
2 5

3 10

4 13

5 19-上

(有)まえは

方がた 

お名前

田原　四郎
守本　義巳

山本　ヤヱコ

升田　道子

加藤　和子

(有)まえはら様より

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防

 
市
を
ッ
日
り
ク
右
備
し

防災バック

 神杉自主防
市自主防災活
を利用して、
ック(本体の
日以降、地区
り配布されま
クが到着次第
右表参考に持
備のうえ有効
します。 

バック近日配

杉自主防災会では三
主防災活動交付金制

、全世帯に防
本体のみ)を、１０

地区防災委員さ
布されます。なお、
到着次第、有事に備
参考に持出品等をご
うえ有効活用をお願

近日配布 

会では三次
交付金制度
世帯に防災バ

１０月９
災委員さんよ

なお、バッ
有事に備えて

ご準
用をお願い

・
新

祖
副

委
員

長
・

山
口

副
委

員
長

・
有

田
事

務
局
 

展
を

期
待

し
、

事
あ

る
ご

と

要
望

を
続

け
る

こ
と

と
し

た
。
 

危
険

と
感

じ
た

ら
即

刻
逃

げ
る

。
が

重
要

と
し

認

識
を

新
た

に
し

た
。

そ
の

後
実

訓
練

と
し

て
消

火

器
の

使
用

訓
練

を
行

っ
た

。
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紹
介

議
員

の
保

実
 
治
・
澤

井
信

秀
議

員
に

も
ご

同
席

い
た

だ
き

、
有

田
委

員
長

解
し

て
お

り
ま

す
。

前
向

き

に
進

め
ま

す
。

」
と

の
両

件

と
も

ご
返

事
で

あ
り

早
期

進

守
る

た
め

に
情

報
の

入
手

方
法

と
活

用
に

つ
い

て

も
学

び
、

大
切

な
こ

と
は

、
①

危
険

箇
所

や
気

象

情
報

の
収

集
②

普
段

と
違

う
危

険
を

察
知

す
る

③

-３- 

を
求

め
て

要
望

書
を

提
出

し
た

。
当

日
は

前
回

同
様

紹
介

議
員

の
保

実
 
治
・
澤

康
博

氏
同

席
の

も
と

再
要

望

し
た

。
市

長
は

「
状

況
は

理

解
し

て
お

り
ま

す
。

前
向

き

か
っ

た
と

の
こ

と
で

、
緊

急
性

を
感

じ
ず

、
隣

近

所
も

避
難

せ
ず

、
自

分
の

家
は

大
丈

夫
と

判
断

し

た
人

が
大

多
数

を
占

め
た

。
自

分
の

命
は

自
分

で

九
月

十
八

日
㈬

新
市

長
 

福
岡

誠
志

氏
に

対
し

改
め

て
セ

ン
タ

ー
の

早
期

改
築

芋
面

川
が

越
水

し
た

十
二

区

周
辺

の
土

手
嵩

上
げ

に
つ

い

て
も

十
二

区
自

治
会

長
藤

田

を
学

ん
だ

。
ま

た
平

成
三

〇
年

七
月

豪
雨

時
の

意

識
と

行
動

調
査

の
報

告
が

あ
り

、
大

雨
特

別
警

報

発
表

の
際

実
際

に
避

難
し

た
人

は
一

割
に

満
た

な

 
 タ

ー
改

築
促

進
委

員
会
( 委

員
長

有
田

雅
俊
) で

は
去

る

九
月

十
八

日
㈬

新
市

長
 

改
築

を
要

望
し

た
。

ま
た

同

時
に

昨
年

度
の

七
月

豪
雨

で

芋
面

川
が

越
水

し
た

十
二

区

用
し

て
危

機
管

理
課

に
よ

る
「

防
災

・
減

災
の

す

す
め

」
を

テ
ー

マ
に

二
名

の
講

師
に

よ
り

防
災

力

を
身

に
着

け
、

命
を

守
る

た
め

に
何

を
す

べ
き

か

 
 

 

改
築

要
望

書
再

提
出

 

神
杉

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

長
で

地
域

拠
点

施
設

の
早

期

第
４

回
わ

く
わ

く
講

座
開

催
 

九
月

三
〇

日
(
月

)
今

月
の

わ
く

わ
く

講
座

を
開

催
し

た
。

今
回

は
三

次
市

の
出

前
講

座
制

度
を

利

 
改

築
要

望
書

再
提

出
 

第
４

回
わ

く
わ

く
講

座
開

催
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茄
子

あ
れ

ば
何

が
な

く
と

も
夕

餉
ど

き
 

 
山

下
 

郁
子

 

山
積

の
籾

が
ら

焼
き

て
秋

終 し
ま

う
 

 
 

 
 

田
原

 
洋

子
 

▽
場

所
 

コ
ミ

ニ
テ

ィ

ー
講

座
室

 

秋
出

水
川

巾
い

っ
ぱ

い
う

ね
る

波
 
 
 
 

 
 

広
川

テ
ル

子
 

茄
子

あ
れ

ば
何

が
な

く
と

も
夕

餉
ど

き
 

 
山

下
 

郁
子

 

▽
日

時
 

十
一

月
十

二
日

㈫
 

午
後

七
時

開
始
 

 

稲
妻

や
二

つ
お

く
れ

て
大

音
響

 
 

 
 

 
加

藤
 

茂
夫

 

彼
岸

に
て

沈
む

夕
日

に
手

を
合

わ
す

 
 

 
中

藤
 

博
文

 

紙
面

を
お

か
り

し
ま

し
て

衷
心

 

よ
り

厚
く

お
礼

申
し

上
げ

ま
す

。
 

年
度

神
杉

地
区

で
は

次

の
通

り
計

画
さ

れ
て

い

ま
す

。
 

山
脈

俳
句

会
《

六
月

》
 

 稲
妻

や
二

つ
お

く
れ

て
大

音
響

 
 

 
 

 
加

藤
 

茂
夫

 

山
脈

俳
句

会
《

九
月

》
 

 
有

 
田

 
 
 
雅

 
俊

 
 
様

 

 

紙
面

を
お

か
り

し
ま

し
て

衷
心

 

見
や

提
言

を
直

接
拝

聴

さ
れ

る
も

の
で

す
。

今

年
度

神
杉

地
区

で
は

次
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ス
ポ
ー
ツ
等
々
の
秋
を
楽
し
み

た
い
も
の
で
あ
る

。
 

 
新
 

1
 10

  

  

  

  

  

11

七
区

 

 
有

 
田

 
 
 
雅

 
俊

 
 
様

 

報
告
す
る
と
同
時
に
、
議

員
活

動
・

議
会

運
営

・

市
政

全
般

に
対

す
る

意

何
と
潜
水
艦
か
ら
の
発
射
と
い

う
で
は
な
い
か
。
怖
さ
を
急
激
に

感
じ
た
。
安
心
し
て
食
欲
、
読
書
、

10111
月 10日(木

   13日(日)

   17日(木)

   18日(金)

   21日(月)

   24日(木)

月 2日(土)

 3 日(日)

11日(月)

12日(火)

17日(日)

24日(日)

    

十
七

区
 

中
 
井

 
 
 
治

 
人

 
様

 

接
議

員
が

地
域

に
出

向

い
て

市
民

の
皆

さ
ん

に

報
告
す
る
と
同
時
に
、
議

因
を
分
析
し
て
し
っ
か
り
対
応

し
て
も
ら
い
た
い
。
▼
分
析
と
い

え
ば
・
・
・
隣
の
国
の
ミ
サ
イ
ル

11 月の自
木) 広報紙配

) 神杉親善

) 公民館広

) 市政懇談

) わくわく

) 東部地区グ

 ふれあい

) 第 26 回ふ

) 広報紙配

) 市議会報

) 歩こう会

) 憩いの森

     (わくわく

ご
寄

付
が

寄
せ

ら
れ

ま
し

た
。

 

《
見

舞
い

返
し

》
 

催
し

て
い

ま
す

。
こ

の

会
は

、
議

会
・

議
員

の

活
動

な
ど

に
つ

い
て

直

野
球
の
公
式
戦
は
終
了
し
て
、
カ

ー
プ
は
残
念
な
結
果
に
な
っ
た
。

来
年
は
佐
々
岡
監
督
の
下
で
敗

自治連行
広報紙配布 

神杉親善グランウドゴル

広島県大会 

市政懇談会 

わくわく講座外部研

東部地区グラウンドゴル

ふれあい祭り準備 

ふれあい祭

広報紙配布 

議会報告会 

歩こう会運動の集い

憩いの森秋のイベン

わくわく講座参加)

令
和

元
年

九
月

一
日

か
ら

同
月

 

末
日

ま
で

に
、

次
の

方
々

か
ら

 

 
三

次
市

市
議

会
で

は

平
成

十
九

年
度

か
ら

議

会
報

告
・

懇
談

会
を

開

催
し

て
い

ま
す

。
こ

の

 

 
今
年
も
残
り
３
カ
月
余
り
。
 

目
前
の
対
応
に
追
わ
れ
、
年
々
時

間
の
経
つ
の
を
早
く
感
じ
る
。
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